聖霊降臨節第13主日トキメキ礼拝　　　　　　　　　　　　　　　　　2025年8月31日

「わたしはそうしたい～神様は気前が良い～」
申命記24章15節
24:15 賃金はその日のうちに、日没前に支払わねばならない。彼は貧しく、その賃金を当てにしているからである。彼があなたを主に訴えて、罪を負うことがないようにしなさい。

マタイによる福音書20章1～16節
 20:1 「天の国は次のようにたとえられる。ある家の主人が、ぶどう園で働く労働者を雇うために、夜明けに出かけて行った。
 20:2 主人は、一日につき一デナリオンの約束で、労働者をぶどう園に送った。
 20:3 また、九時ごろ行ってみると、何もしないで広場に立っている人々がいたので、
 20:4 『あなたたちもぶどう園に行きなさい。ふさわしい賃金を払ってやろう』と言った。
 20:5 それで、その人たちは出かけて行った。主人は、十二時ごろと三時ごろにまた出て行き、同じようにした。
 20:6 五時ごろにも行ってみると、ほかの人々が立っていたので、『なぜ、何もしないで一日中ここに立っているのか』と尋ねると、
 20:7 彼らは、『だれも雇ってくれないのです』と言った。主人は彼らに、『あなたたちもぶどう園に行きなさい』と言った。
 20:8 夕方になって、ぶどう園の主人は監督に、『労働者たちを呼んで、最後に来た者から始めて、最初に来た者まで順に賃金を払ってやりなさい』と言った。
 20:9 そこで、五時ごろに雇われた人たちが来て、一デナリオンずつ受け取った。
 20:10 最初に雇われた人たちが来て、もっと多くもらえるだろうと思っていた。しかし、彼らも一デナリオンずつであった。
 20:11 それで、受け取ると、主人に不平を言った。
 20:12 『最後に来たこの連中は、一時間しか働きませんでした。まる一日、暑い中を辛抱して働いたわたしたちと、この連中とを同じ扱いにするとは。』
 20:13 主人はその一人に答えた。『友よ、あなたに不当なことはしていない。あなたはわたしと一デナリオンの約束をしたではないか。
 20:14 自分の分を受け取って帰りなさい。わたしはこの最後の者にも、あなたと同じように支払ってやりたいのだ。
 20:15 自分のものを自分のしたいようにしては、いけないか。それとも、わたしの気前のよさをねたむのか。』
 20:16 このように、後にいる者が先になり、先にいる者が後になる。」

1 　
　今日は8月31日で、明日から9月になります。明日から9月とは思えない厳しい残暑が続いていますが、それでもこの時期にスーパーに行きますとブドウとか梨とかの秋の味覚が並んでいます。私は梨には特別な思い入れがあります。それは、私には山口県で今はもう高齢になられて辞めてしまわれたのですが、最近まで梨農家をしていた知り合いがおります。今から30年近く前にその知り合いの梨農家のところに半年間程住み込みで梨園のお手伝いをさせていただいたからです。私が最初に訪れたのは5月でした。ちょうど親指の先位の大きさになった梨一つ一つに小さな袋を掛ける作業をする時期でした。広い梨園の梨の実一つ一つに袋をかけて行くのですからそれはそれは大変な作業でした。朝早くから夕方日が沈むまで家族総出で袋掛けをします。私も足手まといになっていたでしょうけれども教えてもらいながら慣れない手つきで袋をかけて行きました。ただやはり家族だけでは作業が間に合わない、まして私などが手伝っても大した労力になりませんので、近所の方が手伝いに来て下さったり、たぶん農協を通してだと思いますが袋掛けの忙しい時期だけ手伝いの人を雇っていました。日が暮れて今日の作業は終わりとなると手伝いの人たちは「また明日ね」と帰っていき、次の日の朝に「今日もよろしく」といった具合に作業をするのです。梨は6月には今度は大袋をかけるという袋掛けの作業を行いますので、6月も忙しいのです。ですから5月6月はいわば日雇いの労働者を雇って作業をしていくのです。大体は前日までに人手を確保して、明日は〇〇人で作業するから大体このくらいの作業をするといった計画を立てます。人手が少ない時には作業の途中で人手を確保しに行くなんてことはしないで、少ない人数でできる作業をするのです。
　それは梨園だけでなく他の仕事も同じようなものだと思います。日雇い労働者の人を雇う時も、その日の作業を始める時には必要な人手を確保して置いて、その中で作業を割り振って仕事を進めて行くものだと思います。

2 
　今日のトキメキ礼拝でイエス様がたとえ話でお話しされたのは梨園ではなくてぶどう園です。今日のぶどう園の主人は聞いている人たち、そして私たちからすると少し不思議な主人であると思うのです。また梨園でお手伝いしたことのある私からすると、実に不思議な行動をする主人に見えます。でもそこにこそ大切なことが語られているのです。
このぶどう園の主人は自分が所有するぶどう園で働く労働者を雇うために夜明けに出かけていきました。それは日雇い労働者を雇ってぶどう園で働いてもらうためです。その人手の確保のために労働者を探しに広場に行きました。この当時の日雇い労働者は朝早く午前6時から夕方の6時まで働いて生計を立てていました。その日にもらう賃金で家族を養っていたのです。ですから、その日仕事にありつけないということは家族が路頭に迷うことになってしまうのです。そうならないためにその日いい仕事に就けるように朝早くから仕事道具をもって市場に行きました。ぶどう園の主人はそのような日雇い労働者と1日1デナリオンの賃金を支払う約束をしました。1デナリオンは当時の労働者一日分の平均的な賃金です。今の日本だと数千円くらいでしょうか。その日家族が食べていけるくらいの賃金を支払う約束をしてぶどう園での人手を確保したのです。主人は今日の作業にはこのくらいの人出が必要と考えて朝6時の段階で複数の人と契約をして作業スタートです。
　普通はこれで終わりです。その日一日の作業に必要な人手を確保して、その人たちで作業をして一日の作業を進めていく。これが私たちの感覚です。私がお手伝いしていた梨園はそうでした。でも、このぶどう園の主人は違うのです。作業開始から3時間たった午前9時にもう一度広場に行きます。
　3節には「また、九時ごろ行ってみると、何もしないで広場に立っている人々がいた」とあります。「何もしないで広場に立っている人々」というのは聖書の元々のギリシャ語の聖書では「仕事もなく市場に立っている他の者ら」です。そしてそのような者たちをぶどう園の主人は「見た」のです。すると主人は「あなたたちもぶどう園に行きなさい。ふさわしい賃金を払ってやろう」と言ったのです。これは人手が足りなくて人手を確保するために広場に行ったのではなくて、9時に広場に行ったら仕事がなくてぼーっと立っている日雇い労働者を見てみるに見かねて「うちのぶどう園に行きなさい。賃金はちゃんと払うから」とその人たちをぶどう園に招いたことが分かります。それだけではありません。12時にも3時にも広場に行って同じように仕事なく広場に突っ立っている日雇い労働者を自分のぶどう園に招いたのです。
　極めつけは夕方の5時にも広場に行ったのです。もう日も傾きはじめて、ぶどう園の仕事もあと1時間で終わりでその日の作業のまとめ的なことをしていたでしょう。そんな時間に主人は広場に行ったのです。広場には仕事にありつけない労働者たちがいました。「だれも雇ってくれないのです」直訳は「私たちを誰も雇わなかったから」過去形です。だれも雇わなかった。誰にも雇ってもらえなかった。誰にも必要とされなかったからということです。今日一日誰にも必要とされないで終えるところだったのです。家族の食事はどうしよう。明日も仕事が無かったらどうしよう、不安と絶望が彼らの心の中にあったでしょう。誰も雇ってくれなかった。そんな彼らにぶどう園の主人は驚くべきことを言います「あなたたちもぶどう園に行きなさい」。賃金の話はありません。とにかく1時間でいいから働きなさいとばかりにぶどう園に招くのです。彼らはどんなに感謝したことでしょう。いくらもらえるかわからないけれども働けるんだ。自分を必要としてくれている人がいるんだ。感謝で言葉もなかったと思うのです。

3 
　夕方6時になりました。この日の仕事は終わりです。「あーやれやれ。終わった終わった。」そんな声がどこかから聞こえて来そうです。労働の終わりは賃金の支払いの時です。ぶどう園の主人は最後に来た者たちすなわち午後5時にぶどう園に来た者たちから順番に賃金を払うように監督に命じました。午後5時に来た人たちに1デナリオン支払われました。それを見た朝6時から来て働いた人たちは自分たちはもっと多くもらえると思いました。当然と言えば当然でしょう。1時間で1デナリオンだったら、10時間働いた自分たちは10デナリオンもらえる、私たちの感覚からするとそれが当然です。
　けれども、朝6時から働いた人も午後5時から働いた人と同じ1デナリオンでした。「丸一日働いた私たちと1時間しか働いていないこの連中と同じ扱いは不公平じゃないか」不公平だと思います。労働の対価としてもらえる賃金が1時間の労働と10時間の労働が同じではあまりにも不公平です。
　この主人の不思議なところはなぜ朝6時から働いた人から賃金を支払わなかったのかということです。朝から来たものから順番に賃金を支払っていれば、それが同じ1デナリオンずつであっても朝から来た人は自分の分の賃金をもらって満足してさっさと帰っていったでしょう。それが夕方5時から来た人から賃金を渡したためにこんなトラブルになってしまったのです。何か主人はわざとトラブルになるような方法を取ったように思えます。朝6時からの人だけでなく、9時の人にも12時の人にも3時の人にもそして5時の人にも自分の思いを表すためにこのような方法を取ったと思うのです。どうしても皆に伝えたい思いがあったのです。
　それが14節の主人の言葉です。
　「自分の分を受け取って帰りなさい。わたしはこの最後の者にも、あなたと同じように支払ってやりたいのだ。」
　「この最後の者にもあなたと同じように支払ってやりたい」「わたしはそうしたい」「わたしがそうしたいからそうするんだ」言葉だけをとらえればどこかの国の大統領のような言葉です。「わたしがそうしたいからそうするんだ」そう、それこそがこの主人が皆に伝えたい思いです。これってやはり不公平でしょうか。めちゃくちゃな話でしょうか。

4 
　たしかにこの主人の行動は不思議です。朝早くに必要な労働者を探しに行って確保したにも関わらず、仕事がなくて路頭に迷っている労働者をぶどう園に招いています。さらには「だれも必要としてくれなかったのです」と不安の絶望の中にある労働者を「とにかくぶどう園に行きなさい」と招いたのです。そして、その最後の者である1時間しか働いていない者にも「わたしはそうしたい」と言って朝早くから働いた労働者と同じ1デナリオンを与えています。
　ぶどう園の主人が不平不満を言われながらもどうしても与えたい1デナリオンとはいったい何でしょうか。夕方5時まで働く機会が与えられず自分は誰にも必要とされていないと絶望の中で立ちすくみじっと手を見ていた者が、主人に招かれて朝から働いた者と同じものを恵みとして今手にしている、手の中にある1デナリオンとはいったい何でしょうか。主人が自分の利益など全く顧みずに、働く時間も関係ない、能力も技術も体力も何も関係ない、ただその人と家族に恵みとして与えたい1デナリオンとはいったい何でしょうか。
主人が大きな痛みを伴ってまでも、どうしても気前よく与えたい1デナリオン、それはただ神様の深い憐れみによって与えられている愛の賜物であるイエス・キリストの十字架の愛です。私たちのためにご自身の命を惜しみなく与えてくださったイエス・キリストの命であり、十字架の愛です。そして、十字架の死で終わりではなく、復活によって死の先の永遠の命を私たちに約束して下さっている、神様の限りなき愛と憐れみです。その大きな大きな恵みを神様は「わたしはそうしたい」と全ての人の分け隔てなく与えてくださるのです。朝早くからぶどう園、つまり教会に招かれて長く信仰生活を送ろうが、誰からも必要とされずに自分なんて必要ない存在なんだとこの世界の片隅で暗く悲しい気持ちでじっと手を見つめているそんな私たちこそを神様は教会に招いて下さり、その手に1デナリオンというイエス様の十字架と復活の大きな大きな恵みを与えてくださるのです。一人でも多くの人にその手に1デナリオンの恵みを感じて欲しいと神様は朝早くだけでなく9時にも12時にも3時にも5時にも何度も何度も私たちを教会へと招いて下さるのです。そして「わたしはそうしたい」と分け隔てなくイエス様の十字架と復活の愛を与えてくださるのです。
　イエス様の十字架と復活の愛をいただいて信じて受け入れるのに早いも遅いもありません。早い人が偉くて、遅い人を見下して「あんな連中と一緒にしやがって」と不平不満を言うならば、放蕩息子のたとえの兄と同じになってしまいます。神様は「わたしはこの最後の者にも、あなたと同じように支払ってやりたいのだ。」と早かろうが遅かろうが等しく分け隔てなくイエス様の十字架と復活の愛を永遠の命の恵み永遠に神様と共にいることができる大きな恵みを与えてくださっているのです。「わたしはそうしたい」「どうしても1デナリオンを受け取って欲しい」それこそが神様の思いなのです。
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